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【動機】

自然のものを使った遊びの一つである松の葉相撲。2つの二葉松の葉を交差して引く遊びである。
その松の葉相撲の勝敗には、どんな要因があるのか，松の葉相撲に勝つための条件を見つけてい
く。

【方法】

松の葉の構造を観察し、どの構造条件によって勝敗が変わるのかを追求した。変える条件を設定
し、それ以外の構造はそろえて松の葉相撲を行い勝率の変化を見る。また、引き方なども変化さ
せ、構造以外の条件も探る。

【結果】

松の葉の構造では，短枝・葉身が長い松の葉、短枝・葉身の直径が大きい松の葉、水分量が多い
松の葉が短枝が抜けにくく勝率が高くなる。また動作だと，引き方は固定しても引いても変わら
なかったが，葉身の開き具合で，勝率が変わり，閉じていればいるほど勝率が高くなる。

【まとめ】

松の葉の構造条件では，短枝や葉身が長くて太い構造の松の葉や、水分量が多く密度が大きい松
の葉の方が勝率が高くなる。また、葉身を閉じて引くと、短枝が抜けにくく勝率が高くなること
が分かった。

【展望】

自然のものを使った遊びを知らない子供たちもおり、科学部員でも松の葉相撲をしたことのない
人もいた。このような昔ながらの遊びにも、科学は関わっていて、今回の研究の勝率の科学とい
う切り口からでも，自然のものを使った遊びの魅力を多くの人に知ってもらえたらと考えている
。
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